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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済環境は、円高の進行がありましたが、中国を中心

としたアジア市場の拡大に支えられ、国内市場向け、海外市場向けともに回復傾向で推移しました。先行きについて

は、米国、欧州を中心とした海外景気の下振れ懸念や円高の進行など不透明感が続くものと思われます。 

 このようななか、当社グループは、平成22年３月期から始まった中期経営計画の中間年度である当期を「持続的成

長への基盤作り」と位置付け、今後の成長に向け経営リソースを「エネルギー・環境」事業に重点的に配分するとと

もに、プロダクト分野においては投資に制限を加えながら安定収益の確保に取り組んでおります。また、海外事業に

ついても取り組みを強化しております。 

 当第２四半期連結累計期間の連結業績は次のとおりとなりました。 

 売上高は前年同期に比べ63億円増加の2,975億円となりました。アジア市場の拡大により、コンポーネント品を中

心に半導体部門、器具部門において好調に推移しました。一方、前期の受注減の影響を受けたエネルギーソリューシ

ョン部門、環境ソリューション部門、国内流通市場の投資抑制の影響を受けた自販機部門は苦戦を強いられました。

 損益面では、コンポーネント品の物量増加に加え、前期に実施した事業構造改革の効果により営業損益、経常損益

は前年同期に対し改善しました。また、特別利益において投資有価証券の売却益の計上を行ったことにより、四半期

純損益は大幅に改善し、黒字化を達成しました。 

                                  （単位：億円） 

  

部門別の状況 

≪エネルギーソリューション≫ 売上減、損益悪化 

 当部門の売上高は前年同期比31.7％減の237億円となり、営業損益は前年同期に比べ36億円悪化し、△27億円とな

りました。当部門はプラント事業を中心に売上高および損益面で第４四半期に偏重とならざるを得ない状況にありま

す。 

 売上高は前期の新設プロジェクトの発注延期や凍結による大幅な受注減の影響により前年同期を下回りました。営

業損益は資材コストダウンや経費の削減に努めましたが、売上高の減少影響により前年同期を下回りました。 

 なお、火力発電市場の海外案件を中心に、当第２四半期累計期間における受注高は前年同期を大幅に上回っており

ます。 

≪環境ソリューション≫ 売上減、損益悪化 

 当部門の売上高は前年同期比3.4％減の1,150億円となり、営業損益は前年同期に比べ28億円悪化し、△45億円とな

りました。当部門はプラント事業を中心に売上高および損益面で第４四半期に偏重とならざるを得ない状況にありま

す。 

 産業ソリューション分野は、国内の大型設備投資抑制や海外の大口案件の端境期により売上高、営業損益ともに前

年同期を下回りました。 

 社会ソリューション分野は、売上高は大口案件の減少がありましたが、電源事業の統合効果により、前年同期並み

となりました。営業損益は大口案件の減少により前年同期を下回りました。 

 輸送ソリューション分野は、インバータを主とした搬送システムにおいて中国を中心としたアジア市場の好調業種

の牽引により売上高、営業損益ともに前年同期を上回りました。 

≪半導体≫ 売上大幅増、損益大幅改善（黒字化） 

 当部門の売上高は前年同期比37.0％増の420億円となり、営業損益は前年同期に比べ84億円改善し、18億円となり

ました。 

 半導体分野は、電源分野向けは、需給の逼迫感は一段落しましたが、アジア市場を中心として好調を維持しまし

た。産業分野向けは、中国での各産業に渡る旺盛な設備投資や欧州などの新エネルギー向けの投資により需要環境は

高レベルで推移しました。自動車電装分野向けは、国内市場だけでなく海外市場においても好調に推移しました。こ

れらの結果、売上高、営業損益ともに前年同期を大幅に上回りました。 

 感光体分野は、製品価格の下落や円高の進行影響を受けましたが、売上数量の増加やコストダウンの推進により売

上高、営業損益ともに前年同期並みとなりました。   

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  

平成22年３月期 

第２四半期 

連結累計期間  

平成23年３月期 

第２四半期 

連結累計期間  

増  減 

 売上高  2,912     2,975   63

 営業損益 △205  △110   95

 経常損益    △238  △167   71

 四半期純損益   △163  17   179
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≪器具≫ 売上大幅増、損益大幅改善（黒字化） 

 当部門の売上高は前年同期比70.0％増の315億円となり、営業損益は前年同期に比べ47億円改善し、10億円となり

ました。 

 国内市場においてはアジア向け外需の主導により、機械メーカー向け需要が大きく拡大しました。海外市場におい

ては高い成長力を持続する中国を中心としたアジア向け需要が大きく拡大しました。この結果、売上高は前年同期を

大幅に上回りました。営業損益は、売上増加に伴う増益効果と前期に実施した構造改革による固定費削減効果によ

り、前年同期に対し大幅に改善し、黒字化を達成しました。 

≪自販機≫ 売上減、損益悪化 

 当部門の売上高は前年同期比9.8％減の398億円となり、営業損益は前年同期に比べ２億円悪化し、△24億円となり

ました。 

 自販機分野は、猛暑の影響により飲料消費量は回復したものの、流通市場の景気低迷の影響により飲料メーカーの

投資回復までは至らず、売上高、営業損益ともに前年同期を下回りました。 

 通貨機器分野は、一部顧客の追加投資により自動つり銭機の販売量が増加し、売上高、営業損益ともに前年同期を

上回りました。 

≪ディスク媒体≫ 売上増、損益大幅改善 

 当部門の売上高は前年同期比24.0％増の198億円となり、営業損益は前年同期に比べ44億円改善し、△23億円とな

りました。 

 ＨＤＤ市場は第１四半期は回復基調となったものの、第２四半期以降在庫調整局面となり当部門も第２四半期以降

は低調に推移しました。売上高は顧客の在庫調整影響を受けたものの、第２四半期累計では前年同期を上回り、営業

損益は総経費の圧縮、コストダウンなど構造改革の効果により、前年同期に対し大幅に改善しました。 

≪その他≫ 売上増、損益悪化 

 当部門の売上高は前年同期比0.8％増の514億円となり、営業損益は前年同期に比べ９億円悪化し、△４億円となり

ました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 
 当第２四半期末の総資産は7,806億円となり、前期末に比べ1,283億円減少しました。流動資産は現金及び預金が増

加した一方、売上債権の減少などを主因として107億円減少しました。固定資産は主に投資有価証券の売却に伴い、

1,175億円減少しました。 

 金融債務残高は短期借入金及びコマーシャル・ペーパーの減少や社債の償還を主因として減少し、当第２四半期末

では2,836億円となり、前期末に比べ761億円の減少となりました。なお、金融債務残高から現金及び現金同等物を控

除したネット金融債務残高は、当第２四半期末では2,139億円となり、前期末に比べ1,086億円の減少となっておりま

す。 

 純資産は主としてその他有価証券評価差額金が減少し、当第２四半期末では1,662億円となり、前期末に比べ300億

円の減少となりました。なお、純資産合計から少数株主持分を控除した自己資本は前期末に比べ301億円の減少とな

り、1,487億円となりました。Ｄ/Ｅレシオは前期末に比べ0.1ポイント減少し1.9倍となりました。なお、ネットＤ/

Ｅレシオ（「ネット金融債務残高」÷「自己資本」）は前期末に比べ0.4ポイント減少の1.4倍となっております。 
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（単位：億円） 

  

 当第２四半期（６ヶ月）における連結ベースのフリー・キャッシュ・フロー（「営業活動によるキャッシュ・フロ

ー」＋「投資活動によるキャッシュ・フロー」）は、1,108億円の資金の増加（前年同期は7億円の増加）となり、前

年同期に対して1,101億円の好転となりました。 

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕 

 営業活動による資金の増加は241億円（前年同期は28億円の減少）となりました。これは、たな卸資産が増加した

一方で、売上債権の回収促進をしたことなどが主な要因です。 

 前年同期に対しては、269億円の好転となりました。 

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕 

 投資活動による資金の増加は867億円（前年同期は36億円の増加）となりました。これは、投資有価証券の売却を

主因とするものです。 

 前年同期に対しては、831億円の好転となりました。 

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕 

 財務活動による資金の減少は784億円（前年同期は471億円の減少）となりました。これは主として、短期借入金及

びコマーシャル・ペーパーの減少や社債の償還によるものです。 

 これらの結果、当第２四半期における連結ベースの現金及び現金同等物は、平成22年3月期末残高に対して324億円

増加し、697億円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第２四半期連結累計期間の連結業績の動向等を踏まえ、部門別には次頁のとおり差異がありますが、平成22年７月

30日の決算発表時に公表した平成23年３月期通期の連結業績予想は見直しておりません。 

 なお、第３四半期以降の為替レートは、85円/ドル、105円/ユーロを前提としています。 

  

（通期）                   （単位：億円） 

  

  
平成22年３月期 

第２四半期 

平成23年３月期 

第２四半期 
増 減 

 営業活動によるキャッシュ・フロー   △28   241   269

 投資活動によるキャッシュ・フロー   36   867   831

 フリー・キャッシュ・フロー   7   1,108   1,101

 財務活動によるキャッシュ・フロー   △471   △784   △313

 現金及び現金同等物の四半期末残高   387   697   310

  前回発表  今回発表 増  減 

 売上高  7,200 7,200 0

 営業損益  160  160 0

 経常損益    135  135   0

 当期純損益   260  260   0
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（参考：部門別）                                   （単位：億円） 

  

部門別売上高では、ディスク媒体部門での第２四半期以降の在庫調整の影響や半導体部門での為替の円高影響によ

り前回発表値を下回りますが、アジア向け需要の拡大を主体とした環境ソリューション部門、器具部門に加え、自販

機部門において前回発表値を上回る見通しです。結果として、全体では前回発表値どおりとなる見通しです。 

部門別営業損益は、ディスク媒体部門において売上高の減少影響により前回発表値を下回りますが、エネルギーソ

リューション、環境ソリューション、半導体、器具、自販機の各部門において売上高の増加等により前回発表値を上

回る見通しです。結果として、全体では前回発表値どおりとなる見通しです。 

 
売上高 営業損益  

前回発表 今回発表 増減  前回発表 今回発表 増減  

 エネルギーソリューション   730   715   △15   10   20   10

 環境ソリューション     3,000   3,020   20   85   105   20

 半導体   880   865   △15   60   65   5

 器具   580   625   45   10   25   15

 自販機  815  880  65  10  15  5

 ディスク媒体  550  445  △105  10  △45  △55

 その他  1,225  1,170  △55  20  15  △5

 消去または全社  △580  △520  60  △45  △40  5

 合計  7,200  7,200  0  160  160  0
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

 固定資産の減価償却費の算定方法は、年度予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方法としております。 

②特有の会計処理 

 税金費用については、当四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、見積実

効税率が使用できない一部の連結会社については法定実効税率を使用する方法によっております。また、法人税等

調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失はそれぞれ43百万円増加し、税金等調整前四半期

純利益は2,314百万円減少しております。 

  

②企業結合に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月

26日）を適用しております。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 69,757 37,344

受取手形及び売掛金 152,786 223,107

商品及び製品 40,228 36,633

仕掛品 53,955 35,741

原材料及び貯蔵品 26,937 21,076

その他 61,710 62,387

貸倒引当金 △444 △617

流動資産合計 404,932 415,673

固定資産   

有形固定資産 171,144 176,193

無形固定資産 10,195 10,602

投資その他の資産   

投資有価証券 135,896 250,374

その他 59,710 57,252

貸倒引当金 △1,406 △1,375

投資その他の資産合計 194,200 306,251

固定資産合計 375,540 493,048

繰延資産 163 217

資産合計 780,636 908,938

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 111,443 131,746

短期借入金 55,818 94,100

コマーシャル・ペーパー － 18,000

未払法人税等 8,699 3,686

前受金 36,036 27,007

その他 133,981 106,442

流動負債合計 345,979 380,984

固定負債   

社債 71,010 111,010

長期借入金 116,813 126,680

退職給付引当金 12,623 11,152

役員退職慰労引当金 323 373

その他 67,724 82,604

固定負債合計 268,495 331,820

負債合計 614,474 712,804
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 47,586 47,586

資本剰余金 46,734 46,734

利益剰余金 42,357 42,010

自己株式 △7,099 △7,095

株主資本合計 129,578 129,235

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 25,583 52,985

繰延ヘッジ損益 83 110

為替換算調整勘定 △6,501 △3,464

評価・換算差額等合計 19,165 49,631

少数株主持分 17,417 17,267

純資産合計 166,161 196,134

負債純資産合計 780,636 908,938
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 291,162 297,489

売上原価 250,952 241,123

売上総利益 40,209 56,366

販売費及び一般管理費 60,726 67,371

営業損失（△） △20,517 △11,004

営業外収益   

受取利息 81 129

受取配当金 1,455 1,569

その他 1,118 786

営業外収益合計 2,655 2,486

営業外費用   

支払利息 3,467 2,853

コマーシャル・ペーパー利息 213 2

持分法による投資損失 704 828

為替差損 － 3,932

その他 1,523 550

営業外費用合計 5,909 8,168

経常損失（△） △23,771 △16,685

特別利益   

固定資産売却益 3,854 5

投資有価証券売却益 20 30,740

工事契約会計基準の適用に伴う影響額 5,854 －

その他 10 －

特別利益合計 9,739 30,745

特別損失   

固定資産処分損 604 112

投資有価証券評価損 175 2,624

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,270

事業構造改革費用 2,540 －

その他 469 1,826

特別損失合計 3,789 6,833

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△17,820 7,226

法人税等 △2 5,731

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,494

少数株主損失（△） △1,564 △160

四半期純利益又は四半期純損失（△） △16,253 1,654
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 158,876 155,088

売上原価 133,396 125,614

売上総利益 25,480 29,473

販売費及び一般管理費 31,374 34,880

営業損失（△） △5,894 △5,407

営業外収益   

受取利息 53 58

受取配当金 66 74

雇用調整助成金 390 －

その他 254 347

営業外収益合計 765 480

営業外費用   

支払利息 1,815 1,406

コマーシャル・ペーパー利息 99 －

持分法による投資損失 120 538

為替差損 662 1,748

その他 477 283

営業外費用合計 3,174 3,976

経常損失（△） △8,303 △8,903

特別利益   

固定資産売却益 3,812 4

投資有価証券売却益 20 564

その他 10 －

特別利益合計 3,843 569

特別損失   

固定資産処分損 472 70

投資有価証券評価損 21 9

事業構造改革費用 2,156 －

その他 314 138

特別損失合計 2,965 218

税金等調整前四半期純損失（△） △7,425 △8,552

法人税等 1,275 △411

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △8,141

少数株主利益又は少数株主損失（△） △762 158

四半期純損失（△） △7,938 △8,299
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△17,820 7,226

減価償却費 11,976 13,696

受取利息及び受取配当金 △1,537 △1,699

支払利息 3,467 2,853

投資有価証券売却損益（△は益） － △30,740

固定資産売却損益（△は益） △3,854 △5

固定資産処分損益（△は益） 604 112

投資有価証券評価損益（△は益） 175 2,624

売上債権の増減額（△は増加） 25,903 68,280

たな卸資産の増減額（△は増加） 35,887 △27,901

仕入債務の増減額（△は減少） △21,079 △17,767

前受金の増減額（△は減少） △22,005 9,023

その他 △10,376 2,435

小計 1,340 28,138

利息及び配当金の受取額 1,510 1,692

利息の支払額 △3,561 △2,703

法人税等の支払額 △2,138 △3,065

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,848 24,061

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △5,889 △6,978

有形固定資産の売却による収入 12,354 299

投資有価証券の取得による支出 △260 △199

投資有価証券の売却による収入 58 94,058

貸付けによる支出 △5,248 △3,084

貸付金の回収による収入 4,733 3,942

その他 △2,177 △1,327

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,570 86,710

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △7,957 △38,562

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △14,000 △18,000

長期借入れによる収入 11,292 －

長期借入金の返済による支出 △8,591 △6,829

社債の償還による支出 △25,970 △10,000

自己株式の売却による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △4 △4

配当金の支払額 － △1,071

少数株主への配当金の支払額 △59 △362

その他 △1,855 △3,586

財務活動によるキャッシュ・フロー △47,145 △78,417

現金及び現金同等物に係る換算差額 △432 △933

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △46,855 31,421

現金及び現金同等物の期首残高 85,365 37,283

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

150 990

現金及び現金同等物の四半期末残高 38,659 69,695
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 該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

〔所在地別セグメント情報〕 

 前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  
電機 

システム 
電子

デバイス 
リテイル
システム 

その他 計
消去又は 
全社 

連結

  （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対す

る売上高 
 98,824  28,907  28,778  2,367  158,876  －  158,876

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

 1,404  120  64  10,113  11,702  △11,702  －

計  100,228  29,028  28,842  12,480  170,579  △11,702  158,876

営業利益  150  △4,260  △1,874  807  △5,176  △717  △5,894

  
電機 

システム 
電子

デバイス 
リテイル
システム 

その他 計
消去又は 
全社 

連結

  （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対す

る売上高 
 177,183  52,845  56,862  4,271  291,162  －  291,162

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

 2,255  472  104  16,392  19,225  △19,225  －

計  179,439  53,317  56,966  20,664  310,387  △19,225  291,162

営業利益  △4,679  △13,462  △2,355  1,072  △19,424  △1,092  △20,517

  日本 北米 ヨーロッパ
アジア

（除く中国）
中国 計 消去又は 

全社 連結

  （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高                 

（1）外部顧客に対する 

売上高 
 144,691  1,674  1,806  2,413  8,291  158,876  －  158,876

（2）セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 12,226  149  35  6,806  1,895  21,114  △21,114  －

計  156,918  1,824  1,841  9,220  10,186  179,991  △21,114  158,876

営業利益  △4,618  △13  △59  △1,169  457  △5,403  △491  △5,894

  日本 北米 ヨーロッパ
アジア

（除く中国）
中国 計 消去又は 

全社 連結

  （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高                 

（1）外部顧客に対する 

売上高 
 263,785  3,474  3,711  4,507  15,683  291,162  －  291,162

（2）セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 20,219  335  73  11,991  3,662  36,280  △36,280  －

計  284,004  3,809  3,784  16,499  19,345  327,443  △36,280  291,162

営業利益  △19,041  △54  △97  △1,706  835  △20,064  △452  △20,517
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〔海外売上高〕 

 前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

  

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、基本的に、各中核事業会社が、取り扱う製品・サービスに係る国内及び海外の包括的な戦略を

立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、各中核事業会社をベースに、取り扱う製品・サービスの種類・性質の類似性等を

考慮したセグメントから構成されており、「エネルギーソリューション」、「環境ソリューション」、「半導

体」、「器具」、「自販機」及び「ディスク媒体」の６つを報告セグメントとしております。 

 なお、「エネルギーソリューション」、「環境ソリューション」、「半導体」及び「自販機」の各報告セグメン 

トについては、二以上の事業セグメントを集約して一つの報告セグメントとしております。 

 各報告セグメントに属する主な製品及びサービスは次のとおりであります。 

  

  北米 ヨーロッパ
アジア

（除く中国）
中国 その他 合計

Ⅰ．海外売上高 

（百万円） 
 3,213  4,054  20,233  12,726  6,895  47,124

Ⅱ．連結売上高 

（百万円） 
           158,876

Ⅲ．連結売上高に占め

る海外売上高の割

合（％） 

 2.0  2.6  12.7  8.0  4.3  29.7

  北米 ヨーロッパ
アジア

（除く中国）
中国 その他 合計

Ⅰ．海外売上高 

（百万円） 
 5,324  6,866  37,892  21,063  13,891  85,037

Ⅱ．連結売上高 

（百万円） 
           291,162

Ⅲ．連結売上高に占め

る海外売上高の割

合（％） 

 1.8  2.4  13.0  7.2  4.8  29.2

報告セグメント 主な製品及びサービス 

エネルギーソリューション 

地熱発電設備、火力発電設備、水力発電設備、原子力関連機器、 

太陽光発電システム、系統・配電システム、計測システム、 

放射線管理システム、電力量計 

環境ソリューション 

駆動制御システム、計測システム、情報システム、計測・センサー、 

産業電源、施設用電機設備、電源システム、クリーンルーム設備、 

店舗・流通システム、水環境システム、鉄道車両・自動車用機器システム、 

交通向け電機設備、インバータ、モータ 

半導体 パワー半導体、感光体 

器具 電磁開閉器、低圧遮断器、漏電遮断器 

自販機 飲料・食品自販機、通貨機器 

ディスク媒体 アルミ媒体、ガラス媒体、アルミ基板 
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（単位：百万円）

  

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気設備工事、空調・給排水工

事、金融サービス、不動産業、保険代理業、旅行業、印刷・情報サービス及び知的財産権サービス等を含んで

おります。 

２．当第２四半期連結累計期間のセグメント損失の調整額△1,552百万円には、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△1,762百万円が、当第２四半期連結会計期間のセグメント損失の調整額△969百万円には、各

報告セグメントに配分していない全社費用△971百万円が、それぞれ含まれております。全社費用は、主に当

社の管理部門に係る費用であります。 

３．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

  
エネルギー
ソリューシ

ョン 

環境ソリュ
ーション 半導体 器具 自販機

ディスク
媒体 

その他
（注１） 合計 調整額 

（注２） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注３） 

売上高                     

外部顧客への 

売上高 
 23,112  109,918  41,266  29,330  39,478  19,843  34,540  297,489  －  297,489

セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 
 556  5,098  706  2,178  313  0  16,813  25,667  △25,667  －

計  23,668  115,016  41,973  31,509  39,791  19,843  51,353  323,157  △25,667  297,489

セグメント利益 

又は損失（△） 
 △2,731  △4,462  1,834  964  △2,396  △2,303  △356  △9,451  △1,552  △11,004

  
エネルギー
ソリューシ

ョン 

環境ソリュ
ーション 半導体 器具 自販機

ディスク
媒体 

その他
（注１） 合計 調整額 

（注２） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注３） 

売上高                     

外部顧客への 

売上高 
 11,346  59,088  20,605  15,431  21,597  7,924  19,095  155,088  －  155,088

セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 
 429  2,514  479  1,178  139  －  9,082  13,824  △13,824  －

計  11,776  61,602  21,085  16,609  21,737  7,924  28,177  168,912  △13,824  155,088

セグメント利益 

又は損失（△） 
 △1,614  △1,675  1,056  814  △852  △2,396  230  △4,437  △969  △5,407

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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４．補足情報 （億円未満四捨五入）

（単位：億円）

（１）決算概要

第２四半期累計 年間実績

前年同期比 前期比 前年同期比 前期比

2,912 6,912 2,975 7,200

△ 205 9 △ 110 160

△ 238 △ 5 △ 167 135

△ 163 68 17 260

（２）連結子会社数・持分法適用会社数

第２四半期累計 年間実績

58 53 51 50

39 34 28 28

19 19 23 22

5 5 4 4

（３）１株当たり四半期（当期）純利益

第２四半期累計 年間実績

△ 22.74 9.46 2.31 36.38

（４）平均為替レート（円）

第２四半期累計 年間実績

95.49 92.85 88.95 86.98

133.16 131.15 113.85 109.42

（５）部門別売上高

第２四半期累計 年間実績

前年同期比 前期比 前年同期比 前期比

346 802 237 715

1,191 2,888 1,150 3,020

306 707 420 865

185 449 315 625

441 914 398 880

160 444 198 445

509 1,195 514 1,170

3,140 7,399 3,232 7,720

△ 228 △ 487 △ 257 △ 520

2,912 6,912 2,975 7,200

（注) 各部門の売上高には、部門間の内部売上高を含めて表示しています。

（６）部門別営業利益

第２四半期累計 年間実績

前年同期比 前期比 前年同期比 前期比

9 66 △ 27 20

△ 17 101 △ 45 105

△ 66 △ 37 18 65

△ 38 △ 47 10 25

△ 22 △ 8 △ 24 15

△ 67 △ 74 △ 23 △ 45

5 31 △ 4 15

△ 195 32 △ 95 200

△ 10 △ 23 △ 16 △ 40

△ 205 9 △ 110 160

（７）海外売上高

第２四半期累計 年間実績

前年同期比 前期比 前年同期比 前期比

53 99 45 －

69 143 68 －

379 870 412 －

211 432 241 －

139 232 37 －

850 1,776 803 －

－ － －

－ － －

－

小      計

合      計

消去又は全社

地

域

別

内

訳

北 米

ヨ ー ロ ッ パ

アジア（除く中国）

中 国

そ の 他

合 計

器 具

デ ィ ス ク 媒 体

そ の 他

自 販 機

半 導 体

小      計

消      去

合      計

エネルギーソリューション

環 境 ソ リ ュ ー シ ョ ン

環 境 ソ リ ュ ー シ ョ ン

半 導 体

デ ィ ス ク 媒 体

そ の 他

器 具

自 販 機

連 結 子 会 社 数

持 分 法 適 用 会 社 数

Ｕ Ｓ ＄

エネルギーソリューション

１株当たり四半期(当期)純利益(円)

Ｅ Ｕ Ｒ Ｏ

国　　内

海　　外

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

四半期（当期）純利益

－

435.3% 145.0% 26.9% －

98.1% 94.4%88.5%

75.2% 101.8%

第２四半期累計実績

－

70.4% 85.9% 108.7% －

85.4% 109.0%

平 成 21 年 度 平 成 22 年 度

101.2% 98.0% 84.9% －

年間予想

－

96.3%

170.0% 139.2%

90.2%

100.8%

102.9%

－

－

104.2%

－

102.2%

122.3%

100.1%124.0%

－

－

平 成 21 年 度

－

－

平 成 21 年 度 平 成 22 年 度

平 成 21 年 度 平 成 22 年 度

104.2%

1731.6%

－

78.1%

－

90.2%

－

－

－

平 成 21 年 度 平 成 22 年 度

－

－

平 成 21 年 度

第２四半期累計実績 年間予想

384.8%

－

－

－

－－

－

－ －

－ －

－

－

－

平 成 21 年 度

－

－

－

－

－

－

－

－

－ －

－

－

－

－

－

－

－－

102.2%

－

－

－

68.3%

96.6%

137.0%

－

98.8%

114.2%

平 成 22 年 度

－

－

－

－

30.1%

104.0%

－

年間予想第２四半期累計実績

第２四半期累計実績 年間予想

89.2%

104.6%

平 成 22 年 度

97.9%

104.3%

－

－

－

－

－

47.8%

629.7%

－

1731.6%

第２四半期累計実績 年間予想

第２四半期累計実績 年間予想

第２四半期累計実績 年間予想

平 成 22 年 度
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（８）研究開発費（平成21年度）

前年同期比 前期比

54 114

50 105

12 24

0 0

0 0

合      計 115 243

対売上高比率（%） 4.0% 3.5%

（９）設備投資額（平成21年度）

前年同期比 前期比

40 78

42 88

5 16

4 5

1 5

合      計 91 191

内リース取得 56 113
（注) 設備投資額には、リース契約による設備取得額を含みます。

（１０）減価償却費、支払リース料（平成21年度）

前年同期比 前期比

59 113

140 289

18 34

6 9

1 4

合      計 223 449

内支払リース料 116 213

（１１）期末従業員数（定期社員除く）（平成21年度）

（単位：人）

4,065 4,832
18,634 18,692国      内

海      外

そ の 他

本 部 （ 共 通 ）

合      計

639

12,940

平 成 21 年 度

72.2% 70.4%
（注1) 減価償却費は、有形固定資産の減価償却費です。
（注2) 支払リース料は、リース取引開始日が平成20年3月末以前の生産設備に対する支払リース料です。

電 機 シ ス テ ム

電 子 デ バ イ ス

年間実績第２四半期累計

5,311

1,542

212

22,699

1,115

6,137

12,989

66.2%

－ －

87.6%105.3%

平 成 21 年 度

年間実績

77.5% 84.4%

84.0% 82.1%

23,524

29.8%

48.5%

45.6%

49.4%

－ －

57.2%

99.9% 98.7%

－

平 成 21 年 度

77.7%

79.9%

平 成 21 年 度

77.8%

－

80.4%

78.8%

－

80.6%

67.3%

82.9%

－

電 機 シ ス テ ム

電 子 デ バ イ ス

リ テ イ ル シ ス テ ム

そ の 他

全 社 （ 基 礎 研 究 等 ）

電 機 シ ス テ ム

電 子 デ バ イ ス

リ テ イ ル シ ス テ ム

そ の 他

電 子 デ バ イ ス

リ テ イ ル シ ス テ ム

全 社 （ 共 通 ）

電 機 シ ス テ ム

リ テ イ ル シ ス テ ム

74.4% 28.4%

80.3% 48.6%

2,694 2,644

そ の 他

全 社 （ 共 通 ）

第２四半期累計

83.0% 86.6%

第２四半期累計 年間実績

年間実績第２四半期累計

－

－

128.0%

74.0%
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（１２）研究開発費（平成22年度）

前年同期比 前期比

19 45
53 110
33 75
12 25
17 35
25 50
0 0
0 0

合      計 158 340
対売上高比率（%） 5.3% 4.7%

（１３）設備投資額（平成22年度）

前年同期比 前期比

5 10

9 35

40 125

4 20

10 40

67 90

2 2

1 3

合      計 139 325

内リース取得 45 140
（注) 設備投資額には、リース契約による設備取得額を含みます。

（１４）減価償却費、支払リース料（平成22年度）

前年同期比 前期比

18 40

21 45

64 130

13 25

13 30

74 150

4 5

3 5

合      計 210 430

内支払リース料 85 160

（１５）期末従業員数（定期社員除く）（平成22年度）

（単位：人）

－ －

全 社 （ 基 礎 研 究 等 ） － －

136.8% 140.5%

デ ィ ス ク 媒 体 － －
そ の 他 － －

器 具 － －
自 販 機 － －

環 境 ソ リ ュ ー シ ョ ン － －
半 導 体 － －

平 成 22 年 度

エネルギーソリューション － －

第２四半期累計実績 年間予想

－

－

－

海      外

自 販 機

そ の 他

本 部 （ 共 通 ）

合      計

デ ィ ス ク 媒 体

2,011

全 社 （ 共 通 ）

エネルギーソリューション

デ ィ ス ク 媒 体

国      内

環 境 ソ リ ュ ー シ ョ ン

半 導 体

自 販 機

そ の 他

デ ィ ス ク 媒 体

器 具

－

－

環 境 ソ リ ュ ー シ ョ ン

半 導 体

器 具

自 販 機

そ の 他

－

－

－

エネルギーソリューション

122.4%

－

－

－

－

－

170.6%

平 成 22 年 度

2,355

8,378

平 成 22 年 度

－

79.6%

－

－

－

－

4,832

1,477

75.6%73.4%

－

－ －

24,944

5,456

1,952

2,024

815

1,351

1,948

半 導 体

－ －

－ －環 境 ソ リ ュ ー シ ョ ン

－

18,151

－ －

94.2% 96.4%

24,226

（注1) 減価償却費は、有形固定資産の減価償却費です。
（注2) 支払リース料は、リース取引開始日が平成20年3月末以前の生産設備に対する支払リース料です。

器 具

全 社 （ 共 通 ）

エネルギーソリューション

5,964 6,793

第２四半期累計実績 年間予想

818

2,361

8,209

2,570 2,613

18,262

第２四半期累計実績 年間予想

第２四半期累計実績 年間予想

－

－

152.7%

平 成 22 年 度

－ －
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